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本日の例会  第２７９６回 

 

１８：３０ 点鐘 （平賀会長） 

      ロータリーソング斉唱 

お客様の紹介 （松重副会長） 

      会長時間 （平賀会長） 

 

出席報告 

委員会報告 

      幹事報告 

点鐘 （平賀会長） 

       

１８：４５ 花見例会 （司会 竹中親睦委員長） 

 

      広島マツダ西条店店長挨拶 

      乾杯 （廣幡直前会長） 

       

余興 （ドレッシングちゃん） 

      歓談 

       

閉会挨拶 （奥本会長エレクト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 

★今後の例会スケジュール 

⚫  ４月 ６日（木曜日） ＰＥＴＳの報告（奥本会長エレクト） 

⚫  ４月１３日（木曜日） 「プロ野球について」 野球解説者 山内泰幸 様 

⚫  ４月２０日（木曜日） 新入会員卓話 ３名 

⚫  ４月２７日（木曜日） 例会休み（４月２９日の振り替え）昭和の日 

⚫  ５月 ４日（木曜日） 例会休み みどりの日 

⚫  ５月１１日（木曜日） 西条ＲＣ 創立５９周年記念例会 １８：３０～ 

⚫  ５月１８日（木曜日） 地区研修・協議会の報告 
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『風の歌を聴け』 村上春樹 

 昭和５４年「群像新人文学賞」に輝いた村上春樹のデ

ビュー作であり、２年後には小林薫・真行寺君枝主演で

映画化もされています。 

物語の初めに、「この話は１９７０年の８月８日に始

まり、１８日後、つまり同じ年の８月２６日に終わる」

と書かれてある通り、東京の大学に通っている主人公が

夏休みで芦屋の実家に帰省している１８日間の夏の記

録です。 

 主人公は５０年前の大学生なのに車を与えられていて、バーで鼠という友人とビールば

かり飲んで過ごしています。その友人と何人かの女の子と主人公のけだるい夏、特段何か

起こるという話ではなく、淡々と記録が述べられる青春日記のようなものです。 

それならば一体、この作品のどこに魅力があり、「群像新人文学賞」をとる事ができたの

でしょうか。この作品には、物語が始まる前の第１章にこう書かれてあります。 

 「僕たちが認識しようと努めるものと、実際に認識するものの間には深い淵が横たわっ

ている。どんな長いものさしをもってしても、その深さを測りきる事はできない。僕がこ

こに書きしめす事ができるのは、ただのリストだ。小説でも文学でもなければ、芸術でも

ない。まん中に線が１本だけ引かれた１冊のただのノートだ」 

 この作品の新しい所は、心の痛み・葛藤を描く事はせず、むしろそんな事は言葉では書

けないのだという前提に立って書かれている所です。（先月のサガンのように）心の痛み・

葛藤、そういった心の内面・心理描写を丁寧に言葉に表現していく事が文学だと認識して

いたので、最初に読んだ時には軽く流して、あまり印象に残らなかったのでしょう。 

 しかし、改めて読んでみると、淡々と書かれた場面からも、決して癒されない苦しみや

悲しみを感じとる事ができます。 

たとえば、主人公は女の子と別れる時に「嫌な奴」という

メモを残されます。また、昔の友達に連絡をとっても、「お

前とは話したくない」と言われます。 

それについて、主人公がどう思ったかという描写はあり

ません。描写はありませんが、読者はそれを読んで、主人公

がどう思ったかを感じとる事はできます。 

 この小説は、心の動きをあえて書かない事によって、書け

ないものを書こうとしている。そういう矛盾に挑戦してい

る新しい文学だと思います。 

 

 

 

会長時間 （３月１６日） 
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土井 会員退会の挨拶 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口 会員、松村 会員、安本 会員、木村 会員、角 会員、連続１００％出席表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国際奉仕活動について」本田会員（国際奉仕委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会風景 （３月１６日） 
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本例会：１５，０００円 
★本人の誕生日おめでとうございます。     ・佐々木 会員 

★６年１００％出席おめでとうごいざいます。  ・武島 会員 

★３年１００％出席              ・角 会員 

★２年１００％出席              ・川口 会員、木村 会員 

★１年１００％出席              ・安本 会員、松村 会員 

★米山功労者                 ・佐々木 会員 

お客様の紹介 

しまなみ信用金庫 西条支店 支店長  

松本 和久  様   

 

スマイル・ボックス (Smile Box)  ３月１６日例会出宝分 

出 席 報 告 （３月１６日例会） 

◆会員数 ４１名  ◆出席者 ３２名  ◆来訪者 １名  ◆欠席者 ９名 

◆３月２日の欠席者 ８名  ◆メークアップ ７名 

★出席率 ９７．５６％  ★通算出席率 ９８．８７％ 


